
６
月
５
日
に
大
阪
港
湾
労
働

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
第
一
回

夏
季
一
時
金
交
渉
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
、
畠
山
委
員
長
よ
り
情

勢
報
告
が
さ
れ
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
過
労
死
促
進
へ
の
危

惧
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
睡
眠
不
足

に
つ
い
て
確
認
点
呼
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

河
野
書
記
長
よ
り
、
支
部
統

一
要
求
の
説
明
が
あ
り
、
昨
年

実
績
以
上
の
回
答
を
出
す
こ
と

を
強
く
求
め
て
各
店
社
に
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

最
後
に
対
角
線
交
渉
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
各
企
業

に
分
会
と
の
誠
意
あ
る
交
渉
を

求
め
、
第
一
回
夏
季
一
時
金
交

渉
を
終
え
て
い
き
ま
し
た
。

６
月
21
日
、
大
阪
港
湾
労
働

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
夏
季

一
時
金
第
二
回
支

部
統
一
集
団
交
渉

が
行
わ
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
畠
山
委

員
長
よ
り
情
勢
報

告
が
あ
り
、
続
い

て
河
野
書
記
長
よ

り
各
企
業
の
回
答

が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
畠
山

委
員
長
よ
り
18
春

闘
の
育
児
介
護
休

業
制
度
の
小
委
員

会
で
話
し
合
わ
れ

て
い
る
事
に
ふ

れ
、
19
春
闘
ま
で

に
は
終
わ
ら
せ
た

い
旨
を
話
さ
れ
、

一
時
金
の
関
係
は

数
社
を
残
し
て
対

角
線
交
渉
に
移
行

は
し
た
が
、
次
回
７
月
９
日
ま

で
に
は
、
更
に
上
積
み
・
労
働

条
件
の
向
上
を
求
め
ま
し
た
。

河
野
書
記
長
よ
り
、
各
協
定

書
に
記
載
す
る
数
字
は
プ
ラ
ス

α
部
分
を
含
め
、
正
確
な
内
訳

を
記
載
し
て
提
出
す
る
よ
う
注

意
喚
起
し
、
第
二
回
支
部
統
一

集
団
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

２０１８．７．９．ＮＯ．６２１号（１）

こ
ん
な
漫
才
を
聞

い
た
。
「
日
本
は

ね
、
民
主
主
義
の

国
じ
ゃ
な
い
の
」

「
え
っ
」
「
民
主

主
義
じ
ゃ
な
く

て
、
事
な
か
れ
主
義
」
。
事
を

荒
立
て
ず
、
何
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
。
そ
ん
な
国
民
性
と

笑
わ
せ
る
◆
愛
媛
県
今
治
市
で

の
獣
医
学
部
新
設
を
巡
る
問
題

で
、
加
計
（
か
け
）
学
園
の
加

計
孝
太
郎
理
事
長
が
初
め
て
記

者
会
見
し
た
。
と
い
っ
て
も
限

ら
れ
た
記
者
を
相
手
に
、
立
っ

た
ま
ま
、
30
分
弱
で
打
ち
切
っ

た
。
こ
れ
を
会
見
と
は
呼
ば
な

い
。
立
ち
話
で
あ
る
◆
中
身
も

乏
し
い
。
愛
媛
県
文
書
で
は
、

理
事
長
が
安
倍
首
相
と
面
会
し

新
設
計
画
を
説
明
、
と
あ
る
。

だ
が
理
事
長
は
根
拠
を
示
さ
ず

に
「
記
憶
に
も
記
録
に
も
な

い
」
。
漫
才
で
は
な
い
が
、
何

も
な
か
っ
た
と
だ
け
言
い
た
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
◆
星
新
一
作

の
「
お
ー
い

で
て
こ
ー
い
」

を
思
い
出
す
。
底
な
し
の
穴
に

人
々
は
や
っ
か
い
な
物
や
書
類

を
放
り
込
む
。
や
が
て
空
か

ら
、
最
初
に
投
げ
込
ん
だ
石
こ

ろ
が
１
個
。
そ
の
う
ち
ド
サ
ッ

…
と
思
わ
せ
る
お
話
だ
◆
森
友

・
加
計
問
題
で
、
暗
い
穴
に
放

り
込
ま
れ
た
事
柄
が
ど
れ
く
ら

い
あ
っ
た
か
。
世
論
調
査
を
見

て
も
、
国
民
の
も
や
も
や
は
胸

か
ら
消
え
な
い
。
加
計
さ
ん
、

国
会
喚
問
や
記
者
会
見
に
応
じ

た
ら
い
か
が
か
。
何
も
な
か
っ

た
で
は
済
ま
な
い
。

全港湾関西地方阪神支部 「 歩 み 」

２０１８．７．９

ＮＯ．６２１ 号

全港湾関西地方

阪神支部
大阪市港区築港
１－１２－２７

０６－６５７４－８４２４

０７８－３０３－０８００

夏季一時金集団交渉

大 運 ４６０，０００円+α
新 富 運 送 ２９０，０００円
日本コンテナ輸送 １．９ヶ月
菱 倉 運 輸 ３８２，５３３円
日 本 高 速 輸 送 ５４５，６６７円
神港コンテナ輸送 １６０，０００円
日 本 運 送 ２００，０００円
共 栄 運 送 １２０，０００円+α
三 郵 海 陸 運 輸 ４７５，０００円
三 信 運 輸 １８０，０００円+α
神陸コンテナ輸送 ２３万円+一律３万円
大 洋 運 輸 ３８８，７６５円
サン・トランスポート ４２３，１８２円
神 崎 運 輸 ４００，０００円+α
五 洋 港 運 ４０１，７７０円+α
内外フォワーディング ４９９,７１４円
天 神 運 輸 倉 庫 ３１１，０００円
神戸フェリーセンター １．１ヶ月
レ ッ ク ス ２９８，０３４円
日 章 ト ラ ン ス ３９６，８００円
阪神コンテナビジネス ３００，０００円+α
国際コンテナ輸送 １．６ヶ月
三 協 運 輸 １９１,０００円
日 本 郵 便 輸 送 ２．１５ヶ月
オーエスティ物流 一律３９０，０００円
別府ポートサービス １７９，７６０円
後 藤 回 漕 店 一律６４５，０００円
シ ン ケ ン ４９７，８８７円
川﨑コンテナ運輸 １００，０００円+α
ジャパンエキスプレス １．９ヶ月
鶴 丸 運 輸 １７５，０００円+α
大阪シティフレイト ２３５，０００円+α
浪 花 建 設 運 輸 一律１８０，０００円
大 阪 平 岩 運 輸 ２００，０００円+α
谷 井 運 輸 ３５０，０００円+α
阪神高速トール神戸 １．９ヶ月
大 阪 海 運 ３００，０００円+α
日 興 サ ー ビ ス ３１４，３２１円+α
大 日 産 業 ３４５，３５５円+α
名 阪 船 舶 ３８６，２５０円

第

一

回

夏

季

一

時

金

交

渉

（

要

求

提

出

）

第

二

回

夏

季

一

時

金

交

渉

（
回
答
指
定
日
）

回答金額(６月2１日時点)

「拡大分会代表者会議
春闘・一時金総括」

◆日 時：７月２３日(月)

１３時３０分開始

◆場 所：大阪港湾労働者福祉センター

昨年実績以上を強調

集団統一交渉に臨む組合員



６
月
９
日
、
神
戸
市
勤
労
会

館
に
於
い
て
、
教
宣
部
主
催
の

第
30
期
支
部
労
働
学
校
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
日

本
共
産
党
前
衆
議
院
議
員
の
清

水
忠
史
氏
を
招
き
、
「
働
き
方

改
革

政
府
・
財
界
の
ネ
ラ
イ

は
」
と
い
う
題
目
で
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
現
在
の
国
会

情
勢
と
安
倍
政
権
の
問
題
点
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂

き
、
大
変
興
味
深
く
感
じ
ま
し

た
。
森
友
学
園
と
加
計
学
園
の

疑
惑
は
官
僚
に
よ
る
虚
偽
答

弁
、
公
文
書
改
ざ
ん
、
政
治
家

と
官
僚
の
責
任
不
問
な
ど
、
ま

っ
た
く
国
民
が
理
解
で
き
な
い

政
府
の
対
応
ば
か
り
で
し
た
。

続
い
て
本
題
で
あ
る
「
働
き

方
改
革
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

①
非
正
規
雇
用
の
処
遇
の
改
善

②
長
時
間
労
働
の
是
正
③
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た

労
働
環
境
。

そ
の
中
で
も
長
時
間
労
働
の

問
題
に
つ
い
て
、
日
本
は
労
働

時
間
を
「
原
則
１
日
８
時
間
、

週
40
時
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
労
使
が
労
働

基
準
法
36
条
に
基
づ
く
「
36

（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
」
を
結

び
、
さ
ら
に
特
別
条
項
を
設
け

れ
ば
残
業
は
事
実
上
の
青
天
井

と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
時
間
労

働
は
未
払
い
残
業
代
と
過
労
死

に
つ
な
が
り
社
会
の
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
法
案
で
は
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導
入

す
る
な
ど
一
定
の
評
価
は
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
単

月
１
０
０
時
間
、

月
平
均
80
時
間
を

容
認
さ
れ
、
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え

る
状
態
で
あ
り
、

厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
２
０
１
７

年
版
の
「
過
労
死

等
防
止
対
策
白

書
」
で
は
２
０
１

６
年
度
に
認
定
さ

れ
た
過
労
死
・
過

労
自
殺
（
未
遂
を

含
む
）
の
件
数
は

１
９
１
件
で
し

た
。
内
訳
は
、
脳

・
心
臓
疾
患
に
よ
る
死
亡
が
１

０
７
件
、
精
神
障
害
に
よ
る
自

殺
（
未
遂
を
含
む
）
が
84
件
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
電
通
の
新
入

社
員
が
過
労
自
殺
し
た
後
で
も

ま
だ
こ
れ
だ
け
の
過
労
死
・
過

労
自
殺
が
起
き
て
い
る
の
で

す
。衆

議
院
の
審
議
で
議
論
は
尽

く
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

は
少
し
で
も
立
場
の
弱
い
労
働

者
側
が
報
わ
れ
る
法
案
に
な
る

よ
う
に
参
議
院
で
審
議
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
者
に
と
っ
て
８
時
間
働

け
ば
普
通
に
暮
ら
す
事
が
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
頂
け
る
よ

う
労
働
組
合
と
し
て
も
組
織
を

強
化
・
拡
大
し
、
声
を
大
き
く

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
国
会
情
勢
と
で
た
ら

め
す
ぎ
る
働
き
方
改
革
の
２
点

を
中
心
に
と
て
も
勉
強
に
な
る

講
演
で
し
た
。

執
行
委
員

菅
沼

裕
介

６
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
第
21
回
全
国
青
年
対
策
交
流

会
議
が
豊
橋
シ
ー
パ
レ
ス
で
開

催
さ
れ
、
各
地
方
か
ら
44
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
冒
頭
、
鈴
木
勝
也

中
央
執
行
委
員
の
青
年
部
時
代

の
活
動
に
触
れ
な
が
ら
自
己
紹

介
さ
れ
、
「
短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
た
く
さ
ん
学
習
し
、

全
国
の
仲
間
と
交
流
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
活
動
報
告
で
は
青
年

部
独
自
の
活
動
と
し
て
辺
野
古

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
座
り
込
み

等
、
各
支
部
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
「
日
本
国
憲
法
を

読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
」
と
題
し
、
鈴
木
誠
一
中
央

副
委
員
長
か
ら
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。
鈴
木
副
委
員
長
は
日

本
国
憲
法
の
全
文
を
詳
し
く
紹

介
さ
れ
、
全
港
湾
創
設
か
ら
現

在
に
至
る
歴
史
を
説
明
さ
れ
、

最
後
に
「
医
者
や
弁
護
士
に
も

思
想
が
あ
る
。
常
に
患
者
、
相

談
者
の
味
方
と
は
限
ら
な
い
。

私
た
ち
労
働
組
合
も
組
織
を
作

っ
て
い
く
の
は
人
で
あ
り
、
人

に
よ
っ
て
良
く
も
悪
く
も
変
わ

っ
て
く
る
。
そ
れ
を
理
解
し
て

ほ
し
い
」
と
力
説
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
５
つ
の
班
に
分

か
れ
「
青
年
部
の
在
り
方
、
今

後
の
活
動
」
「
全
国
青
年
部
創

設
に
つ
い
て
」
の
２
つ
の
テ
ー

マ
を
中
心
に
分
散
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

３
日
目
は
松
本
中
央
執
行
委

員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
「
な

ぜ
歴
史
を
学
ぶ
か
」
と
参
加
者

に
問
い
か
け
、
「
歴
史
を
学
ぶ

理
由
は
今
後
何
か
に
挑
戦
す
る

と
き
に
失
敗
し
な
い
た
め
で
あ

る
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
派
遣
労
働
、
働
き
方
改
革

の
問
題
に
も
触
れ
、
「
良
心
的

な
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
あ
る
が

一
部
政
権
寄
り
の
報
道
を
す
る

メ
デ
ィ
ア
も
存
在
す
る
。
そ
う

い
う
物
に
私
た
ち
は
騙
さ
れ
て

は
い
け
な
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

分
散
会
の
発
表
で
は
「
今
回

の
全
国
青
対
会
議
の
内
容
を
ビ

ラ
に
し
て
地
元
の
青
年
層
に
伝

え
る
」
「
組
合
離
れ
の
対
策
と

し
て
は
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
組
合
の
交
流
会
に

参
加
し
て
も
ら
い
活
動
内
容
を

知
っ
て
も
ら
う
」
「
今
の
段
階

で
全
国
青
年
部
を
作
る
必
要
は

な
い
と
思
う
が
青
年
部
の
あ
る

各
地
方
、
支
部
で
統
一
し
た
テ

ー
マ
で
学
習
会
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

を
活
用
し
、
意
見
交
換
す
る
。

そ
う
い
っ
た
活
動
が
全
国
青
年

部
創
設
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
」
等
々
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
年
間
ス
ロ
ー

ガ
ン
発
表
が
行
わ
れ
、
「
時
代

を
担
う
仲
間
と
共
に
二
度
と
な

い
こ
の
時
を
！
全
港
湾
青
年

部
」
に
決
定
し
、
松
本
委
員
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
散

会
し
ま
し
た
。

私
自
身
全
国
青
対
は
何
回
も

参
加
し
て
い
ま
す
が
地
方
、
支

部
同
様
、
青
年
部
も
世
代
交
代

が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
ま
た
、
中
執
の
方
々
の

話
も
い
い
刺
激
に
な
り
、
分
散

会
、
懇
親
会
を
通
じ
て
、
全
国

の
青
年
部
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
３

日
間
で
し
た
。

執
行
委
員

坪
井

雄
志

６
月
４
日
、
阪
神
支
部
ト
ラ

ッ
ク
・
海
コ
ン
部
会
に
よ
る
組

織
拡
大
宣
伝
行
動
を
執
行
部
15

名
で
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
に
は
大
阪
・
神
戸
港

頭
地
区
周
辺
を
宣
伝
カ
ー
に
よ

る
流
し
宣
伝
を
行
い
、
午
後
か

ら
は
、
六
甲
Ｃ
ー
３
・
Ｃ
ー
４

前
を
中
心
に
マ
イ
ク
を
使
用
し

て
、
海
コ
ン
業
界
に
お
け

る
現
状
や
、
安
全
性
を
軽

視
し
生
産
性
向
上
を
掲
げ

る
国
の
施
策
の
問
題
点
を

指
摘
す
る
と
共
に
、
労
働

者
あ
る
い
は
中
小
企
業
保

護
の
視
点
で
阪
神
支
部
の

運
動
と
成
果
を
訴
え
ま
し

た
。同

時
に
周
辺
で
待
機
を

し
て
い
る
海
コ
ン
ト
レ
ー

ラ
ー
を
対
象
に
テ
ィ
ッ
シ

ュ
付
き
の
ビ
ラ
を
手
渡

し
、
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

そ
の
後
、
神
戸
事
務
所
に
場

所
を
移
し
、
総
括
会
議
を
行

い
、
今
後
も
引
き
続
き
、
年
２

回
を
基
本
に
こ
の
行
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
終
了

し
ま
し
た
。

執
行
委
員

中
嶋

淳
允
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ト

ラ

ッ

ク

・

海

コ

ン

部

会

組

織

拡

大

宣

伝

行

動

第
30
期
支
部
労
働
学
校

働
き
方
改
革
Ｎ
Ｏ
！

第
21
回
全
国
青
年
対
策
交
流
会
議

全
国
の
青
年
層
に
繋
が
り
を

分散会でテーマについて議論

六甲アイランドヤード前での宣伝行動

労働組合が団結して暮らしやすい社会にしよう

講師の清水ただしさん

８
時
間
働
け
ば
普
通
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
へ



正
社
員
と
非
正
規
の
賃
金
格

差
が
労
働
契
約
法
20
条
の
「
不

合
理
な
格
差
」
に
あ
た
る
か
が

争
わ
れ
た
２
件
の
最
高
裁
判
決

が
、
６
月
１
日
に
言
い
渡
さ
れ

た
。最

高
裁
は
初
め
て
労
契
法
20

条
の
運
用
の
判
断
を
示
す
こ
と

で
、
各
地
で
争
っ
て
い
る
同
様

の
訴
訟
の
基
準
を
作
る
と
と
も

に
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」

を
目
指
す
政
府
や
企
業
労
使
の

賃
金
制
度
に
も
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
り
、
判
決
内
容
を

考
察
し
、
解
説
し
て
み
る
。

特
に
ド
ラ
イ
バ
ー
職
の
組
合

員
に
は
自
身
の
職
場
の
賃
金
体

系
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
、

是
非
に
も
意
見
を
伺
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
労
契
法
20
条
は
、

正
規
・
非
正
規
間
の
不
合
理
な

労
働
条
件
を
禁
止
し
て
お
り
、

不
合
理
の
判
断
は
①
職
務
内
容

②
転
勤
、
昇
進
な
ど
配
置
の
変

更
範
囲
③
そ
の
他
の
事
情
の
３

点
を
考
慮
す
る
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
が
判
決
の
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
と
言
っ
て
よ
い
。

先
ず
は
、
２
件
の
判
決
の

内
、
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事

件
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。

正
社
員
の
み
に
支
給
さ
れ
て

い
る
住
宅
・
皆
勤
・
無
事
故
・

特
殊
作
業
・
給
食
・
通
勤
の
６

種
手
当
の
う
ち
住
宅
以
外
の
５

種
手
当
を
不
合
理
と
判
断
し

た
。住

宅
手
当
に
つ
い
て
、
正
社

員
は
、
契
約
社
員
に
は
無
い
②

の
可
能
性
が
あ
り
、
転
居
を
伴

う
配
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る

為
、
契
約
社
員
と
比
較
し
て
住

宅
に
要
す
る
費
用
が
多
額
と
な

り
得
る
こ
と
が
不
合
理
に
当
た

ら
な
い
と
し
た
。

対
照
的
に
、
皆
勤
（
皆
勤
を

奨
励
す
る
趣
旨
で
支
給
）
・
無

事
故
（
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育

成
や
安
全
輸
送
に
よ
る
顧
客
信

頼
の
獲
得
を
目
的
に
支
給
）
・

特
殊
作
業
（
特
定
の
作
業
を
行

っ
た
対
価
と
し
て
支
給
）
手
当

に
つ
い
て
は
、
契
約
社
員
と
正

社
員
の
職
務
内
容
に
差
異
（
違

い
）
は
生
じ
な
い
し
、
③
の
事

情
も
無
い
こ
と
、
給
食
（
勤
務

時
間
中
に
従
業
員
の
食
事
に
係

る
補
助
と
し
て
支
給
）
・
通
勤

（
通
勤
に
要
す
る
交
通
費
を
補

填
す
る
趣
旨
で
支
給
）
手
当
に

つ
い
て
も
食
事
を
と
る
こ
と
、

通
勤
に
要
す
る
費
用
に
差
異
は

生
じ
な
い
し
、
③
の
事
情
も
無

い
の
で
、
不
合
理
に
当
た
る
と

し
た
。

も
う
一
方
の
長
澤
運
輸
事
件

を
検
証
し
て
み
た
い
。

仕
事
の
内
容
が
一
切
変
わ
ら

な
い
の
に
定
年
後
の
再
雇
用
制

度
で
賃
金
が
下
が
る
格
差
の
是

正
を
求
め
た
地
裁
判
決
は
、
労

働
者
の
訴
え
を
認
め
た
が
、
高

裁
控
訴
審
で
は
逆
転
敗
訴
す
る

経
過
を
た
ど
っ
た
上
告
審
で
あ

る
。最

高
裁
は
、
④
定
年
後
の
再

雇
用
（
延
長
）
し
た
嘱
託
社
員

と
正
社
員
で
は
賃
金
体
系
が
異

な
る
こ
と
、
定
年
時
に
退
職
金

を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
、
⑤
無

年
金
期
間
に
は
別
途
、
調
整
給

を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
、
年
収

が
退
職
前
の
79
％
程
度
に
な
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
考
慮
し
、
職
務
給
や
賞
与

な
ど
を
支
払
わ
な
い
こ
と
が
不

合
理
に
当
た
ら
な
い
と
認
定
し

た
。再

雇
用
後
の
賃
金
引
き
下
げ

を
お
お
む
ね
認
め
る
判
決
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
精
勤
手
当

に
つ
い
て
は
、
職
務
内
容
に
差

異
は
生
じ
な
い
し
、
③
の
事
情

も
無
い
と
し
て
、
支
払
い
を
命

じ
、
残
業
代
の
計
算
基
礎
か
ら

も
外
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
支

払
い
も
命
じ
た
。

最
高
裁
は
同
社
規
定
の
④
に

つ
い
て
、
嘱
託
社
員
（
原
告
労

働
者
）
ら
の
基
本
賃
金
額
は
、

定
年
退
職
時
の
額
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
、
嘱
託
社
員
の
歩
合

給
は
正
社
員
の
歩
合
給
よ
り
約

２
〜
３
倍
に
設
定
さ
れ
、
労
働

組
合
の
団
体
交
渉
を
経
て
嘱
託

乗
務
員
の
基
本
給
や
歩
合
給
を

増
額
し
、
労
務
の
成
果
が
賃
金

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
変
更
し

て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
正

社
員
に
支
給
さ
れ
て
い
る
職
務

給
が
嘱
託
社
員
に
無
い
こ
と
は

不
合
理
に
当
た
ら
な
い
と
し

た
。ま

た
、
住
宅
手
当
・
家
族
手

当
の
無
支
給
の
是
正
に
つ
い
て

は
、
正
社
員
に
は
支
給
し
て
い

な
い
⑤
が
嘱
託
社
員
に
支
給
さ

れ
て
い
る
と
し
て
不
合
理
に
当

た
ら
な
い
と
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
私
的
な
意
見

と
し
て
お
き
た
い
。

労
働
契
約
法
の
ル
ー
ツ
は
、

労
働
基
準
法
に
あ
り
、
根
幹
を

な
す
基
本
的
な
部
分
を
労
基
法

か
ら
独
立
さ
せ
、
労
働
契
約
法

と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ

に
は
労
働
者
に
と
っ
て
落
と
し

穴
が
あ
る
。

労
基
法
は
、
厚
生
労
働
省
が

所
管
す
る
法
律
で
、
所
轄
の
労

基
署
に
是
正
申
告
す
れ
ば
、
何

ら
か
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。

し
か
し
労
契
法
は
、
所
管
す

る
行
政
が
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
労
契
法
の
運
用
方
法
の
齟

齬
は
即
、
裁
判
所
で
争
う
し
か

無
く
長
期
化
し
、
労
働
者
に
と

っ
て
弁
護
士
費
用
な
ど
か
な
り

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
た
た
か
い
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
態

で
あ
る
。

そ
う
言
う
意
味
に
お
い
て

は
、
原
告
労
働
者
、
労
働
組

合
、
労
働
弁
護
団
に
敬
意
を
表

し
た
い
。

最
後
に
、
阪
神
支
部
と
し
て

も
判
決
内
容
を
精
査
し
、
労
働

弁
護
団
と
も
学
習
・
意
見
交
換

し
な
が
ら
今
後
の
運
動
方
針
に

活
路
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

執
行
委
員
長

畠
山
昌
悦
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自
民
・
公
明
の
与
党
な
ど

が
、
今
国
会
会
期
を
７
月
22
日

ま
で
延
長
す
る
議
決
を
賛
成
多

数
で
強
行
し
ま
し
た
。
「
残
業

代
ゼ
ロ
制
度
」
導
入
を
盛
り
込

ん
だ
「
働
き
方
」
改
革
一
括
法

案
や
、
刑
法
が
禁
じ
る
賭
博
を

合
法
化
す
る
カ
ジ
ノ
実
施
法
案

な
ど
を
何
が
何
で
も
成
立
さ
せ

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
こ
れ
ら

の
法
案
は
、
ど
の
世
論
調
査
で

も
「
成
立
さ
せ
る
必
要
は
な

い
」
と
い
う
声
が
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
悪
法
ご
り
押
し
の

た
め
の
会
期
延
長
は
、
民
意
に

真
っ
向
か
ら
逆
ら
う
も
の
で

す
。
安
倍
首
相
は
会
期
延
長
に

際
し
、
「
働
き
方
」
法
案
に
つ

い
て
「
『
働
き
方
改
革
国
会
』

と
言
っ
て
い
る
か
ら
し
っ
か
り

対
応
し
た
い
」
と
述
べ
、
カ
ジ

ノ
実
施
法
案
も
「
観
光
立
国
に

し
て
い
く
た
め
に
大
事
な
法
案

だ
」
と
強
調
し
、
両
法
案
成
立

へ
改
め
て
強
い
執
念
を
示
し
ま

し
た
。

最
新
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
世

論
調
査
で
は
、
「
働
き
方
」
法

案
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ
る
べ

き
と
「
思
わ
な
い
」
58
％
（
読

売
）
、
カ
ジ
ノ
実
施
法
案
に
つ

い
て
も
成
立
の
「
必
要
は
な

い
」
73
％
（
朝
日
）
、
「
成
立

反
対
」
61
・
５
％
（
産
経
）

と
、
両
法
案
に
は
国
民
多
数
が

反
対
で
す
。
審
議
の
中
で
深
刻

な
欠
陥
と
矛
盾
が
噴
出
し
て
い

る
破
綻
し
た
法
案
で
す
。

「
働
き
方
」
法
案
は
、
歯
止

め
な
い
長
時
間
労
働
を
ま
ん
延

さ
せ
、
過
労
死
を
促
進
す
る

「
働
か
せ
方
」
大
改
悪
案
と
い

う
本
質
が
い
よ
い
よ
隠
し
よ
う

が
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
裁
量
労
働
制
デ
ー
タ
の
ね

つ
造
や
異
常
値
の
相
次
ぐ
発
覚

に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
残
業
代
ゼ

ロ
制
度
」
に
つ
い
て
も
労
働
者

の
「
ニ
ー
ズ
調
査
」
が
で
た
ら

め
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
、
政
府
も
答
弁
不
能
に

陥
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

カ
ジ
ノ
実
施
法
案
は
、
違
法

な
民
間
賭
博
を
解
禁
す
る
こ
と

の
害
悪
が
審
議
を
通
じ
て
次
々

と
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
ジ
ノ
を
「
世
界
最
高
水

準
で
規
制
す
る
」
ど
こ
ろ
か
、

抜
け
穴
だ
ら
け
で
あ
る
こ
と
が

大
問
題
に
な
り
、
政
府
側
も
ま

と
も
な
説
明
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

会
期
内
に
成
立
し
な
い
法
案

は
廃
案
に
す
る
の
が
、
会
期
制

の
大
原
則
で
す
。
与
党
の
都
合

で
勝
手
に
会
期
延
長
を
行
う
こ

と
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
乱

暴
な
破
壊
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

安
倍
晋
三
政
権
の
暴
挙
を
許

さ
ず
、
「
働
き
方
」
法
案
も
カ

ジ
ノ
実
施
法
案
も
廃
案
に
追
い

込
む
世
論
と
運
動
を
さ
ら
に
広

げ
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
疑
惑
の
幕

引
き
と
悪
法
強
行
を
許
さ
ず
、

悪
法
の
廃
案
、
内
閣
総
辞
職
に

追
い
込
む
た
た
か
い
を
さ
ら
に

強
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

主
張

悪
法
ご
り
押
し
の
た
め
の

国
会
会
期
延
長
は
暴
挙
の
延
長

労
働
契
約
法
20

条

非

正

規

賃

金

格

差

最

高

裁

初

判

断

ハ

マ

キ

ョ

ウ

レ

ッ

ク

ス

事

件

長

澤

運

輸

事

件

不

合

理

な

格

差

に

２

件

の

最

高

裁

判

例

労
働
契
約
法
の
不
備



５
月
23
日
〜
24
日
、
中
央
海

コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
合
同

対
策
会
議
が
、
諸
見
書
記
次
長

を
は
じ
め
中
執
２
名
、
交
運
労

協
の
松
谷
氏
・
各
地
方
の
部
員

29
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
始
め
に
松
谷
氏
よ
り
、
今

後
の
国
交
省
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク

産
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

長
時
間
労
働
や
人
員
不
足
に
よ

る
Ｉ
Ｔ
化
が
加
速
す
る
こ
と
、

労
働
強
化
の
な
に
も
の
で
も
な

い
Ｗ
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
実
証
実

験
や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
続
い

て
各
地
方
の
出
先
機
関
へ
の
要

請
行
動
の
報
告
が
あ
り
、
関
東

か
ら
は
、
平
ボ
デ
ィ
の
ト
ラ
ッ

ク
に
コ
ン
テ
ナ
を
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
積
ん
で
い
る
現
状
報
告
が
さ

れ
、
関
西
か
ら
は
、
近
畿
整
備

局
・
近
畿
運
輸
局
へ
の
要
請
行

動
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
神
戸

支
部
か
ら
は
バ
ス
の
委
託
、
タ

ク
シ
ー
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
問

題
等
、
今
後
の
国
交
省
の
取
り

組
み
を
注
視
し
て
い
く
よ
う
中

央
に
な
げ
か
け
ま
し
た
。

翌
24
日
の
国
交
省
要
請
行
動

で
は
、
規
制
緩
和
に
よ
る
労
働

強
化
や
６
月
か
ら
毎
日
の
飲
酒

検
知
と
同
様
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

睡
眠
不
足
の
確
認
も
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
規
定
が
定
ま
っ
て

い
な
い
の
に
実
施
す
る
こ
と
を

指
摘
し
、
今
後
も
安
全
・
安
心

の
労
働
環
境
を
構
築
す
る
よ
う

に
要
請
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

副
委
員
長

松
本
栄
二

６
月
15
日
〜
16
日
の
２
日
間

に
亘
り
、
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン

新
大
阪
に
於
い
て
関
西
地
本
第

40
回
労
災
職
業
病
闘
争
学
習
交

流
集
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
を

含
め
総
勢
23
名
、
阪
神
支
部
か

ら
は
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
浦
田
副
委

員
長
は
、
「
働
き
方
改
革
関
連

法
案
」
に
つ
い
て
、
８
本
の
法

案
が
ま
と
め
て
出
さ
れ
て
お

り
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
を
筆
頭
に
組

合
と
し
て
反
対
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
法

案
が
多
い
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

関
西
地
本
代
表
あ

い
さ
つ
で
藤
崎
書
記

長
は
、
今
回
が
40
回

目
の
開
催
で
あ
る
事

に
ふ
れ
、
「
こ
れ
ま

で
の
歴
史
を
感
じ

る
。
全
港
湾
の
他
地

方
で
こ
こ
ま
で
精
力

的
な
所
は
無
い
。
出

席
者
を
見
る
と
若
返

り
も
感
じ
る
」
と
の
感
想
を
述

べ
ら
れ
、
引
き
続
い
て
の
取
り

組
み
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

地
本
労
職
対
の
林
委
員
長

は
、
中
央
で
各
地
方
の
労
職
対

の
取
り
組
み
が
掌
握
さ
れ
て
い

な
い
事
を
危
惧
し
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
予

定
さ
れ
て
い
る
労
災
企
業
補
償

協
定
改
定
に
つ
い
て
、
「
１
級

か
ら
３
級
の
補
償
が
四
千
万
円

で
い
い
の
か
ど
う
か
？

企
業

は
７
級
以
下
の
補
償
を
増
額
す

る
事
に
対
し
て
抵
抗
が
あ
る
と

の
事
か
ら
も
、
四
千
万
円
以
上

を
要
求
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

藤
原
航
弁
護
士
を
お
招
き
し

て
の
特
別
講
演
は
、
「
働
き
方

改
革
」
「
長
時
間
労
働
と
過
労

死
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
、
「
働
き
方
改
革
関
連
法

案
」
は
１
本
ず
つ
審
議
す
る
と

反
対
と
な
る
法
案
が
多
く
、
８

本
ま
と
め
て
審
議
と
す
る
事
で

１
本
１
本
の
本
質
を
分
か
り
に

く
く
し
、
規
制
強
化
と
規
制
緩

和
の
両
面
が
あ
る
が
、
実
際
は

規
制
緩
和
す
る
為
の
法
案
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
安
全
保
障
関
連
法

案
」
や
「
共
謀
罪
法
案
」
の
時

と
全
く
同
じ
手
法
で
あ
り
、
法

案
が
可
決
さ
れ
る
と
更
な
る
長

時
間
労
働
の
助
長
に
つ
な
が
る

事
が
懸
念
さ
れ
る
と
同
時
に
、

今
ま
で
「
36
協
定
」
そ
の
も
の

が
正
常
に
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
主
張
も

あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
地
本
労
職
対
と
し
て

は
、
２
０
１
６
年
に
締
結
さ
れ

た
労
災
企
業
補
償
協
定
に
お
い

て
中
央
要
求
に
基
づ
い
た
要
求

の
約
50
％
の
上
積
み
で
協
定
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
９

年
に
は
満
額
を
要
求
す
る
事
。

ま
た
、
育
児
介
護
休
業
補
償
制

度
に
つ
い
て
も
小
委
員
会
交
渉

を
経
て
協
定
化
を
達
成
し
て
い

く
事
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
各
支
部
・
各
分

会
で
の
交
渉
と
は
な
り
ま
す

が
、
地
本
労
職
対
で
の
活
動
や

方
針
に
な
ら
い
、
今
後
の
課
題

前
進
に
向
け
て
支
部
労
職
対
の

活
動
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

執
行
委
員

入
江
友
規

２０１８．７．９ＮＯ．６２１号（４）全港湾関西地方阪神支部 「 歩 み 」

６２０号の回答「いまいましいおとこ」

２０名からの応募があり、全員が正解でした。

抽選により、以下５名の方々に図書カードを進呈します。

島田浩美（大洋運輸分会）、玉代勢秀矢（全日検神戸分会）、

西田哲也・河上あゆみ（ジャパンEXP分会）、

萩原幸一（シンケン分会）

６２１号の締め切り日は８月１日（水）です。

ふるってご応募ください。

目は４、鼻は９、口は３、

では、耳は何でしょうか？

分かるかな？

安
全
・
安
心
の

労
働
環
境
構
築
を

中
央
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
合
同
対
策
会
議

合同対策会議参加者一同

学習交流会の様子

関
西
地
本
第
40
回
労
災
職
業
病
学
習
交
流
集
会

「
働
き
方
改
革
」
は

長
時
間
労
働
を
助
長


